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中国軍事動向月報：2025 年 7 月 

 

２０２５．8．７ 

国家基本問題研究所 研究員 中川真紀 

 

１ 全 般 

  ７月は、野外訓練の報道が多く確認された。多数の部隊が長距離機動訓練や、海上訓練を行った。ま

た、野外訓練の増加に伴い、訓練時の後方支援要領の改善の報道も確認された。 

  台湾周辺においても軍用機の活動ソーティー数が本年最大であり、活発化している。また、東沙海域

では本年に入り月 1 回海警船 1 隻による制限水域進入が定例化されていたが、7 月は３回、その内２

回は海警船２隻による活動が確認された。7月 9－18日まで、台湾では漢光演習が実施されており、こ

の間の東沙における台湾側の戦備態勢を確認するために活動回数・隻数を増加させた可能性もあるが、

漢光演習を契機にエスカレーションラダーを上げた可能性も否定でず、来月以降の活動状況が注目さ

れる。 

  日本周辺では、台湾漢光演習に関連した可能性のある無人機の飛行が多く確認された。また、東シナ

海上の公海上空において、警戒監視を行っていた航空自衛隊のＹＳ－１１ＥＢ情報収集機に対し、中国

軍のＪＨ－７戦闘爆撃機が接近する飛行を行い、この際、特異な接近を行った。 

  南シナ海においては、中国海軍による戦備警戒パトロール、中国海警による法執行パトロール等に

より、引き続きフィリピン（以下、比）への威圧を継続した。また、中比双方がお互いに危険行為を喧

伝し、非難しあうという構図も継続している。 

軍事交流においては、中越間で初の陸軍による共同訓練が実施された。過去に国境地帯で軍事的衝突

をし、現在も南シナ海領有権を争っている両国であるが、中国は米との関係を深める比を ASEAN で孤

立化させることを狙っており、越との関係強化を図り、初の陸軍共同訓練に至った可能性がある。 
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２ 各軍等 

（１） 全 般 

  〇 「良き伝統を大いに発揚し、害毒の影響を徹底的に排除する、政治幹部のあるべき姿と威信の再

構築に関する規定」の公布を発表１ 

7 月 21 日、中央軍事委員会は「良き伝統を大いに発揚し、害毒の影響を徹底的に排除する、政

治幹部のあるべき姿と威信の再構築に関する規定」公布を発表した。 

同規定は、政治幹部に対して政治的忠誠の強化、党の原則の厳守、公正な人事、遵法姿勢の率先

垂範等により隊員の信頼を回復するよう規定している。 

   

【コメント】 

 6月に苗華中央軍事委員会委員・中央軍委政治工作部主任（当時）の中国人民共和国中央軍事委員会委

員の解任が公表された。更に多くの高官が既に処分を受け、または公的な場から姿を消している。 

全軍の政治工作部門のトップである苗華の「重大な規律違反」及び多数高官の処分は人民解放軍が党の

軍隊であるという事実を揺るがしかねない問題であり、党の意向を部隊に徹底する役割を担う政治幹部

の信頼回復が必須であると認識していると思われる。 

 

○ 中国兵器工業集団の無人・対無人作戦システム展示会２ 

    7 月 21 日、中国兵器工業集団の無人・対無人作戦システム展示会の状況が報道された。多種多

様の無人装備、対無人防御システムの展示に加え、攻撃型無人機の突撃の様子が報道された。 

 

    

【コメント】 

 中国兵器工業集団は装甲車、戦車、水陸両用車、無人偵察機等の航空機、ミサイル、爆弾等を生産して

おり、傘下の中国北方工業公司は陸上装備生産では中国最大の企業である。 

 今展示会では、無人機だけでなく、対無人機装備も多く展示されており、攻防両面での研究開発を推進

している状況が確認された。 
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  ○ 野外訓練後方支援体制の変化３ 
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（２）陸軍 

  ○ 桟橋船による接続試験・訓練 

 3月に広東省海岸で運用試験を行っていた桟橋船 3隻が台湾侵攻を担当する東部戦区内で接続し

ている状況が衛星画像及び SNS への投稿で確認された。 
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（３）海軍 

  ○ ドイツ機へのレーダー照射 

    7 月 8 日、ドイツ（以下、独）外務省は「中国軍が、EU の ASPIDES 作戦に従事していた独機

にレーザー照射を行った。独国民を危険にさらし、作戦を妨害したことは全く容認できない。独外

務省は本日、中国大使を召喚した。」と X に投稿４。 

報道によれば、独軍機は、紅海の公海上を航行する商船を守るためのＥＵの作戦「ＡＳＰＩＤＥ

Ｓ」に参加。昨年１０月から偵察任務を遂行していた。同省報道官によると、この海域を航行して

いた中国の軍艦が７月初旬、独軍機の通常の任務飛行中に、理由もなく、事前の通告もなくレーザ

ーを照射した。これを受け、この独軍機は予防措置として任務を中断し、ジブチの基地に無事着陸

した 5。 

これに対し、10日、中国国防部新聞局は「環球時報」の取材に対し、「独側の発言は事実と全く

矛盾している。当時、中国海軍艦隊はアデン湾で護衛任務を遂行しており、紅海で活動しておらず、

レーザー機器の使用も行っていない。独側が客観的な事実を尊重し、中国側との意思疎通と協調を

強化し、両国両軍の関係の大局を維持することを希望する。」と回答した６。 
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３ 対台湾動向 

（１） 台湾周辺での軍の活動状況 

〇 中華民国国防部発表による台湾周辺における中国海空軍の動向 

 

（資料源：中華民国国防部 HP を基に作成） 

 

7 月は中国軍機延べ 547ソーティー（内、中間線超えが延べ 392）、中国艦艇延べ 237隻、公務船

延べ 16隻が確認。 

1 日における軍用機最大確認数は 58 ソーティー、最大中間線超え 45 ソーティー、海空統合戦備

警戒パトロールは 4 回であった。 

    

【コメント】 

    7月の中国軍機延べ 547 ソーティーは今年の最大ソーティー数であり、台風の影響を受けつつも訓

練が活発になっている状況が確認された。 

また海警船が主となる公務船の隻数であるが、7 月は 16隻と 6月の 6 隻からやや増加したもの

の、5 月の 40隻に比して、低調な活動であった。中韓「暫定措置水域」（PMZ）で活動する海警船

の増加や、禁漁期間における漁船対応等の可能性が考えられる。 
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（２） 金門周辺海域での動向 

   台湾海巡署によると７月 10 日、11 日、29 日、30 日にそれぞれ１回、7 月は計 4 回、中国海警 4

隻が金門周辺台湾制限水域へ入域し、約 2時間航行し出域した。また、同署は、「最近は以前は接続

していた AIS を遮断して入域しており、グレーゾーンにおける騒擾を生起させると共に台湾の監視

網を緩めようとしている」と指摘した７。 

これに対し、海警東海分局報道官は 7月 30日、「30 日、福建海警が金門付近海域において法に基

づき常態化法執行パトロールを実施した」と発表８。 

 

（３）東沙周辺海域での動向 

   台湾海巡署によると、中国海警船の動向は以下の通り。 

♢ 7 月 2日 0610、中国海警 3302 が東沙北西 26 ｶｲﾘの制限海域に進入、台湾海巡署は巡視船を

派遣し、3 日 0124 に東沙東方 34.5 ｶｲﾘに離脱させた９。 

♢ 7 月 9 日、中国海警 3101 が東沙管轄水域方向へ航行しているのに海巡署巡視船が対応し、

11 日に東沙北西 26 ｶｲﾘで制限水域から出域。また 10 日には海警 5303 が東沙管轄水域方向へ

航行しているのに対応し、離脱させた。海警船は AISを遮断していた 10。 

   ♢ ７月 16 日 0050、中国海警 3105 が東沙南方 25 ｶｲﾘで管轄水域に進入、海巡署巡視船が東沙

南方 19.7 ｶｲﾘで対応中のところ、0117 に東沙南方 22 ｶｲﾘで中国海警 3103 が航行。海警 3105

と 3103 は同日 1135 に東沙海域から離脱。海警船は AIS を遮断していた 11。 

 

【コメント】 

金門周辺海域での中国海警によるパトロールは月に複数回、4隻で台湾制限水域に進入し 2時間航行、

というパターンで継続しており、7 月も同様の活動が確認された。 

 一方、東沙海域では本年に入り月 1回海警船 1隻による制限水域進入が定例化されていたが、7月は

2 日に 1 隻、9－11 日に 2 隻、16 日にも 2 隻の海警船が東沙海域で活動しているのが確認された。（台

湾海巡署の公表では「管轄水域」と「制限水域」と二つの表現を使用しており、全隻が制限海域に進入

したかは不明）。 

7 月 9－18 日まで、台湾では漢光演習が実施されており、この間の東沙における台湾側の戦備態勢を

確認するために活動回数・隻数を増加させた可能性もあるが、漢光演習を契機にエスカレーションラダ

ーを上げた可能性も否定でず、来月以降の活動状況が注目される。 
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（４）台湾海峡上の新航路運用開始 

   7月 6日、中国民用航空局は「空域環境の整備及び運航効率向上のため、民間航空機の M503 航

路W121 支線の運用を即日開始する」と通知 12。 

   これに対し、同日、台湾の交通部民航局は遺憾の意を示すとともに、これまでの共通認識に基づ

いて速やかに台湾との協議に応じるよう、中国に要求した 13。 

 
【コメント】 

 中国は 2015 年以降、一方的に台湾海峡上の航路を拡大しており、台湾はグレーゾーンのハラスメン

トとして強く反発している。 

 今回、唯一東方向、即ち台湾方向への運航を行っていなかったW121 航路の東方向運航も開始され、

台湾対岸の 3 コ空港から台湾方向へ日常的に航空機が運航することになった。中国の空港は軍民共用

で使用されることも多く、また 2016 年に制定された国防交通法により民間機の軍徴用も可能なことか

ら侵攻兆候の曖昧化や台湾防空網の疲弊を企図したものと思われる。 
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4 対日動向 

（１） 尖閣諸島周辺での活動状況 

〇 海上保安庁発表等による尖閣周辺における中国海警船の動向  

 

（資料源：海上保安庁 HP、八重山日報を基に筆者が作成） 

 

【コメント】 

7 月も砲搭載船 4隻による活動を実施した。 

定期交代は２日、定期侵入は 1 回であり、交代後の定期侵入で通常のパターンに戻った。 

9-11 日に日本漁船 1 隻に 2 隻が領海侵入し、対応した。これに対し、7 月 11 日、中国海警局報道官

は「9日、日本の瑞宝丸が赤尾嶼（筆者注：大正島の中国名）領海に侵入、中国海警は法に基づき必要な

措置を採り警告駆逐した」と発表。 

台風 6 号と台風 7 号の接近時、先島諸島の波高は約 5ｍであり、1000t 級の海警 1106・1109 は荒天避

退したものの、3000t 級の海警 1304・1306 は接続水域での航行を継続した。7 月 31 日現在で尖閣周辺

の海警船の航行は 255 日連続になり、過去最長を更新している。海警船の大型化や航行技術の向上によ

る可能性がある。 
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（２）日本周辺での軍の活動状況 

〇 防衛省統合幕僚監部発表による日本周辺における中国海軍の動向 

 

（資料源：防衛省統合幕僚監部 HP を基に筆者が作成） 

 

【コメント】 

延べ 10隻であり、2 コ空母編隊の訓練があった 6月に比して大幅に減少した。 

  尖閣諸島では海警編隊が 7 月 2 日に定期交代を行ったが、同時期に尖閣諸島北方で監視を行ってい

た東部戦区海軍のジャンカイⅡフリゲート 2 隻も交代し、訓練及び情報収集を兼ねて先島諸島を周回

後に帰港した可能性がある。 
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〇 防衛省統合幕僚監部発表による日本周辺における中国軍機の動向 

 

（資料源：防衛省統合幕僚監部 HP を基に筆者が作成） 

【コメント】 

延べ７機の活動が確認された。 

不明無人機６機は、台湾周辺での戦備警戒パトロール等で台湾を周回する航跡で飛行した機体への対

応であった。9－18日まで台湾で漢光演習が実施されたため、情報収集のための無人機の活動が活発で

あった可能性がある。 

また、15 日はＹ－９情報収集機１機が東シナ海方面から飛来し、沖縄本島と宮古島との間を通過し

て太平洋に至り、太平洋上を与那国島沖まで飛行した後、旋回・反転し、再び沖縄本島と宮古島との間

を通過し、東シナ海に至った。同機と不明無人機は共に午後に下図の航跡で飛行したことから、情報収

集機は無人機と連携訓練や、無人機への日本へ対応について情報収集した可能性がある。 

 



14 

 

○ 中国軍機による自衛隊機への特異な接近 

  7 月 10 日、防衛省は以下の通り発表 15。 

「７月９日１０時５０分頃から１１時５分頃の約１５分間、東シナ海上の公海上空において、警

戒監視を行っていた航空自衛隊のＹＳ－１１ＥＢ情報収集機に対し、中国軍のＪＨ－７戦闘爆撃機

が接近する飛行を行い、この際、特異な接近（水平距離約３０ｍ、垂直距離約６０ｍ）を行う事案

が発生した。また、１０日１０時頃から１０時１０分頃の約１０分間にも、東シナ海上の公海上空

において、警戒監視を行っていた航空自衛隊のＹＳ－１１ＥＢ情報収集機に対し、中国軍のＪＨ－

７戦闘爆撃機が接近する飛行を行い、この際、特異な接近（水平距離約６０ｍ、垂直距離約３０

ｍ）を行う事案が発生した。このような中国軍機の特異な接近は、偶発的な衝突を誘発する可能性

があり、深刻な懸念を表明し、再発防止を厳重に申し入れた。」 

 

  これに対し、中国国防部報道官は記者の問いに対し、以下のように発言 16。 

  「最近、航空自衛隊の偵察機が中国の東シナ海防空識別区に何度も進入し、近接偵察を行ってい

る。中国軍機は法に従いこれらを識別、追跡監視しており、関連する処理措置は完全に合法、合理

的、プロとしての規範に従っている。日本の艦艇・航空機による中国への近接偵察と嫌がらせが中

日間の海空安全保障上のリスクの根本原因である。日本が中国に歩み寄り、両国関係の安定的な発

展に向けた雰囲気を醸成することを望む。」 
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（３）対日認知戦（解放軍報、国防部の発表からの抜粋のみ） 

  〇 日本が国内で対艦ミサイル実射を実施 17 解放軍報 20250703 

6 月 24 日、陸上自衛隊が国内で初の対艦ミサイルの実射を実施した。これまで米豪内で行って

きたものを国内で実施するのは、同盟国の訓練場への依頼から脱し、ミサイル運用能力を強化する

という野心を暴露するものだ。 

 

  ○ 日本版スターリンクの構築 18 中国国際問題研究院 解放軍報 20250711 

    日本が低軌道衛星コンステレーション、日本版スターリンク構築を目指している。これは日本

の宇宙作戦能力を飛躍的に向上させるもので、専守防衛の域を超え、軍事大国化に向かわせるもの

だ。 

   

○ 日本の比へのあぶくま級護衛艦の輸出計画について 19 国防部定例記者会見 20250714 

    第二次世界大戦中、日本軍国主義は中国や比を含む近隣諸国を侵略し、植民地化し、南シナ海の

島々を占領し、重大な歴史的罪責を負っている。日本は近年、平和憲法と「専守防衛」の原則に違

反し、武器装備の輸出を継続的に行い、「小サークル」を形成して南シナ海情勢をかく乱し、アジ

ア太平洋地域に不安定さをもたらしている。今年は中国人民抗日戦争・世界反ファシズム戦争勝利

80 周年に当たる。我々は日本に対し、深く反省し、歴史から教訓を汲み取り、軍事安全保障分野

における言動を慎み、地域の平和と安定の維持に一層努めるよう促す。 

 

  ○ 防衛白書について 20 国防部報道官の記者への回答 20250716 

    日本は、軍事的制約を緩める口実として、虚言を弄して「中国の脅威」を煽り、中国の内政に著

しく干渉している。中国はこれに対し強い不満と断固たる反対を表明し、日本側に厳重な抗議を行

った。（中略） 

今年は中国人民抗日戦争・世界反ファシズム戦争勝利 80 周年、そして台湾解放 80 周年にあ

たる。 1945 年の台湾の中国への復帰は、第二次大戦の勝利の成果であり、戦後の国際秩序の重要

な構成部分である。われわれは日本側に対し、歴史から深い教訓を汲み取り、中国への中傷や非難

をやめ、中日 4 つの政治文書の精神と台湾問題に関する承諾を切実に遵守し、中日関係の健全で

安定した発展を促進するために実際の行動をとるよう促す。 

 

  ○ 防衛白書は危険な方向性を露呈 21 中国現代国際関係研究院 解放軍報 20250721 

    2025 年の防衛白書は中国の脅威を口実に、自衛隊が戦えるメカニズム構築を詳述している。ま

た、「台湾を以って中国を制す」ことを目的に地域情勢に干渉する等邪悪な下心を有している。今

年は中国人民抗日戦争・世界反ファシズム戦争勝利 80 周年、そして台湾解放 80 周年にあたる。 

日本は、歴史から深い教訓を汲み取り、軍事安全保障分野での言動を慎むべきである。 

 

  ○ 日本は防衛協力に名を借りて陣営対立を扇動 22 解放軍報 20250724 

    日本は比に護衛艦 6 隻を輸出しようとしているが、これは日本の主力艦輸出の制限を突破する

ものだ。近年、日本は防衛協力の名の下に平和憲法の制限や専守防衛の原則を逐次突き崩してい
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る。背後には米国の黙認があり、米は日本をインド太平洋戦略のお先棒担ぎと見なしているのだ。 

  

 ○ 宇宙領域防衛指針について 23 国防部定例記者会見 20250731 

   中国は日本による中国への中傷・非難に断固反対する。 

近年、日本は軍備拡張の道を邁進し、防衛の名の下に宇宙兵器の開発と配備を目指し、宇宙分野で

米国をはじめとする西側諸国との軍事協力を拡大しており、周辺諸国は日本の軍国主義の復活を懸

念している。 

 

  ○ 日米拡大抑止協議について 24 国防部定例記者会見 20250731 

日本は被爆国として核戦争は戦うことも勝つこともできないということを深刻に認識すべきで

ある。現在、日本の一部の人々が、米国のいわゆる「拡大抑止」をエスカレートさせ、「核シェア

リング」を通じて核兵器の導入、さらには使用をも求め、軍拡競争を煽っているおり、極めて危険

な傾向である。 

 

【コメント】  

   自衛隊の能力向上や日米同盟の強化に対し、「抗日戦争・反ファシスト戦争勝利 80 周年」を利用し牽

制する手法は継続している。 

また、解放軍報や CCTV「軍事報道」等において抗日戦争の英雄の功績を辿り、称える記事や番組が増

加しているが、7 月 7 日に習近平中央軍事委員会主席が山西省の「百団大戦記念碑広場」訪問後は百団大

戦（1940 年に中国共産党の八路軍が日本軍に対して行った戦闘で、抗日戦争時の八路軍による最大規模

の作戦）関連報道が増加。共産党が日本軍に勝利したとの正統性アピールに取り組んでいる。 
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５ 南シナ海動向 

 ○ 海軍・海警の活動 25 

   7月 12 日、フィリピン沿岸警備隊報道官は X に中国海軍等の動向に関し以下の投稿。 

「12 日、西ミンドロ島カブラ島沖約 69.31 海里で、中国海軍艦艇 793 と 164 及び中国海警 4203

を確認。164 は比 EEZ 内でヘリの発着艦訓練を実施」 

 

 

  

○ スカボロー礁 

 ♢ 7 月 3 日、南部戦区は「7 月 3 日、南部戦区は海空部隊によりスカボロー礁領海領空及び周辺区

域で戦備警戒パトロールを実施。」と発表 26。 

 

♢ 7 月 15 日、CCTV 傘下の玉渊谭天が「比沿岸警備隊船舶 9701 がスカボロー礁周辺海域で活動

中、中国海警 21550・5009 に対し高速で 100m の位置まで接近する等危険な航行を繰り返した」

と投稿 27。 
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♢ 7 月 29 日、南部戦区は「7 月 29 日、南部戦区は海空部隊によりスカボロー礁領海周辺海空域で

戦備警戒パトロールを実施。」と発表 28。 

 

♢ 7 月 31 日、海警局は「31 日、中国海警はスカボロー礁領海及び周辺区域で法執行パトロールを

実施した」と発表 29。 

 

【コメント】 

中国海軍による戦備警戒パトロール、中国海警による法執行パトロールは継続。また、中比双方がお互

いに危険行為を非難しあうという構図も継続している。 

7 月 21 日には訪米中のマルコス比大統領とヘグセス米国防長官が会談し、ヘグセス長官は米比相互防

衛条約について「南シナ海を含む太平洋のいかなる場所においても、我々の軍や航空機、公船に対する武

力攻撃に適用される」と述べ、海洋進出を強める中国に対抗し、フィリピンの防衛に関与する姿勢を強調

した。 

これに対し、中国外交部報道官は 29 日の記者会見で、「中国は比に対し、他国と共謀して海洋問題で

緊張をあおり、自分を棚に上げて他を非難するのをやめるよう忠告する」と述べている 30。 

 同じ 29 日に南部戦区が戦備警戒パトロールを発表しており、外交部と歩調を合わせて米比の連携を牽

制した可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



19 

 

６ 軍事交流等 

（１）軍事交流  

 ○ コモロ独立 50周年閲兵式への参加 31 

    7 月７日、ジブチ保障基地分隊約 50名がコモロ独立 50 周年閲兵式へ参加した。     

中国軍としては初の参加。 

行進するジブチ保障基地分隊 

 

（出典：中国軍網 20250708） 

 

  〇 パキスタン陸軍参謀総長との会見 32 

    7 月 25 日、張叉侠中央軍事委員会副主席は北京で訪問中のパキスタン陸軍のムニル参謀総長と

会談した。張副主席は、中国はパキスタンとのテロ対策協力を強化する意向であり、パキスタンに

おける中国の人員・プロジェクト・機関の安全確保のため、パキスタンが引き続き必要なあらゆる

措置を講じることを期待する旨を表明した。 

 

 

（２）共同訓練 

  ○ 中セルビア共同訓練「和平衛士-2025」 

    7 月 19-28日、河北省で中セルビア陸軍特殊作戦部隊共同訓練「和平衛士-2025」が実施 33。 

これは、中国とセルビア両軍の初めての共同訓練である 34。 
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○ 中越陸軍共同訓練「携手同行-2025」 

    7 月 21-30日、中越陸軍共同訓練を広西チワン族自治区崇左江龍訓練基地で実施。両国から合計

140 名、車両 20台、装備 170 件が参加し、共同偵察・偽装・対無人機・実弾射撃・救護・化学防

護・野戦後方支援等の訓練を実施した。30 日の閉会式では南部戦区陸軍副司令官陳亮少将が挨拶

を行った 35。 

    中越の陸軍が共同演習するのは初めてであり、「国境地域の共同任務執行訓練」をテーマに実施

された 36。 

 

 

【コメント】 

 中越両国は 1979・1984 年に陸上国境地帯及び 1974・1988 年に南シナ海で軍事的衝突をしたものの、

2006 年には両海軍によるトンキン湾海上共同パトロールが開始され、本年 4 月には、習近平国家主席が

越を公式訪問し、「中越外務・国防・治安 3+3 対話メカニズムを閣僚級にし、適宜の時期に閣僚級初会合

を開催」との内容を含む共同声明を発表している。 

南シナ海領有権を争っている両国であるが、中国は米との関係を深める比を ASEAN で孤立化させる

ことを狙っており、初の陸軍共同訓練に至った可能性がある。また、訓練では中国軍が無人機運用を越軍

に教授する場面も見受けられ、越に中国軍の装備の優位性を誇示する目的もあったと考えられる。 
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